
昭和54年 1月25日

0郷土を愛し、明るい市づくりにつとめる

0学校・家庭・社会の教育にわいて郷土を愛する心を

培なう 0

0市づくりの権利と責任が市民一人一人にあることを

わたがいに自覚する。
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39，244人 (12月31日現在)

18，852人前月比十21

20，392人 十当

11，535世帯 +22 

240.93平方キロメ 十/レ

第 275号

口

男

女

世帯数

面積

(1) 

(大洲市民憲章)

トー-11

品

購

」

一
一
鱒
開
平
大
一
聞
大
十
一
一
一
月
六
千
円
を
輔
車
L

4期

匝壷翠翠;m

固定資産租

震す鍛

納税

士
一
月
定
例
市
議
会
は
、
十
二

月
十
五
日
開
会
、
九
日
間
の
会
期

で
、
老
人
医
療
費
や
水
田
利
用
再

編
推
進
特
別
交
付
金
な
ど
二
億
四

千
六
百
六
十
二
万
六
千
円
の
一
般

会
計
補
正
予
算
を
始
め
、
大
洲
市

2月
大洲市役所

企画調整課

行

集

発

品目

r:llIE'I璽冨璽墨

通
学
区
域
調
整
審
議
杢
設
置
条
例

制
定
や
大
洲
市
民
交
通
傷
害
保
障

条
例
の
一
部
改
正
な
ど
の
十
七
議

案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
請
願

陳
情
な
ど
を
審
議
し
て
、
十
二
月

二
十
三
日
開
会
い
た
し
ま
し
た
。

目撃
O

一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
総
額
は
二
億
四
千
六
百
六

十
二
万
六
千
円
で
、
累
計
で
は
六

十
六
億
五
千
五
百
五
十
二
万
四
手

円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

O
総
務
費

市
民
会
館
防
災
設
備
工
事
費

五
百
八
十
万
円

O
民
生
費

老
人
医
療
費
追
加

一
千
八
百
十
五
万
六
千
円

老
人
福
祉
電
話
設
置
費

二
十
四
万
一
千
円

大
洲
学
園
防
災
設
備
工
事
費

百
三
十
八
万
八
千
円

会計別補正予算額

ム

6，655，524 

1，499，504 

1，490，125 

33.087 

75，668 

6，108，898 

1.532 591 

1，414，457 

予算現額会計別

一般会計

特別会計

事業会計

助
金

O
土
木
費

が
け
崩
れ
防
災
対
策
事
業
費

二
百
四
十
五
万
円

道
路
維
持
工
事
費
追
加
百
五
十
万
円

臨
時
地
方
道
整
備
事
業
費
追
加

三
千
万
円

辺
地
対
策
事
業
費
追
加六
百
万
四

緑
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
調

査

委

託

料

二

百

万

円

。
消
防
費

消
防
車
改
造
工
事
費
百
万
円

消
火
栓
工
事
費
負
担
盃

二
百
六
十
万
円

一
千
八
十
万
一
千
円

9，645、153

議

田
成
人
式

289，207 

は

れ
大
人
に
仲
閤
入
M
J

9，355，946 

一
月
十
五
日
「
成
人
の
日
L

、

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
市
民
会
館

で
、
第
一
日
干
一
回
成
人
式
が
晴
れ

や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
大
人
に
な
っ
た
こ
と
を

自
覚
し
、
自
ら
生
き
抜
こ
う
と
す

る
新
し
い
成
人
者
を
祝
い
励
ま
す

た
め
に
教
育
委
員
会
が
開
催
し
た

も
の
で
す
。

式
典
に
は
、
約
三
百
人
の
成
人

者
と
来
賓
多
数
が
出
席
し
て
行
わ

れ
ま
し
な
。

中
川
教
育
委
員
長
の
式
辞
の
あ

と
、
優
良
成
人
式
表
彰
と
し
て
磯

崎
諮
さ
ん
(
肱
北
)
が
受
賞
さ
れ

長市田近る肘

0
衛
生
費

見
保
健
セ
ン
タ
ー
設
備
整
備
費

ユ官同比を

二

百

万

円

由

O
農
林
水
産
業
費

理
高
能
率
集
団
営
農
推
進
対
町
束
事

O
教
育
費

案
業
費
七
百
七
十
六
万
七
千
円
小
学
校
教
材
備
品
購
入
費
追
加

提

水

田

利

用

再

編

推

進

特

別

交

付

百

七

十

万

円

金
一
千
百
五
十
四
万
三
千
円
中
学
校
教
材
備
品
購
入
費
追
加

し

い

た

け

生

産

施

設

整

備

事

業

二

百

十

三

万

四

千

円

費
百
九
十
二
万
二
千
円
中
央
公
民
館
防
災
設
備
工
事
費

過

年

度

農

業

土

木

整

備

事

業

補

二

百

二

十

万

円

り
伊
の
ωv
吋
旬
、
与
ゆ
ψ
O
U
O伊
ゆ
切
の
ψ
ゆ
旬
。
旬
的

ω雨
ら
ゆ

mm伯
母
伊
の
V
O伊
ゆ
伊
ゆ
旬
。
伊
旬
伊
ゆ
切
の
伊
ゆ
伊
の
伊
ゆ
初
ゆ
伊
ゆ
ゅ
の
ゆ

0
0の
伊
的
ゐ
W
旬
ゅ
の
ゆ
ゆ
伊
旬
伊
O
O
R伊
め
い
の
ゆ
め
師
約
白
申
伊
の
ゆ
ゆ
O
O
V
O伊
ゆ
ψ
ゆ
伊
ゆ
伊
治
倫
ゆ
旬
ゆ
伊
O
V
O旬
。
勿
約
師
、
旬
。
伊
ゆ
ゅ
の
初
ゆ
切
ゆ
伊
約
か
母

ωゆ
伊
ゆ
O
O
Vゆ
伺

otわ
伊
ゆ
舟
巾
ω
v
d「

市
立
博
物
館
で
は
、
本
年
度
の
代
々
と
藩
主
は
書
画
を
愛
し
、
書
は
、
名
筆
佐
々
四
郎
兵
衛
を
特
に
、
也
現
在
の
犬
洲
の
和
歌
の
発
向

第
三
次
展
と
し
て
「
大
洲
近
世
期
文
芸
を
好
ん
で
自
ら
師
に
つ
い
で
は
じ
め
中
江
藤
樹
Z
般
窪
禅
師
@
展
に
寄
与
し
た
近
目
、
水
潔
、
冬
載
却

の
文
化
展
し
を
開
催
中
で
す
。
但
精
進
し
、
夫
々
が
上
手
、
名
手
の
泰
衛
公
。
泰
候
公
・
別
案
和
尚
E

八
束
の
親
子
三
代
は
注
目
に
値
し
却

し
、
文
化
と
一
言
つ
で
も
範
囲
は
広
域
に
達
し
て
、
単
な
る
殿
様
芸
で
戸
田
養
情
。
樵
禅
和
尚
・
万
沢
珍
ま
し
ょ
う
。
明

く
、
す
べ
て
を
網
羅
す
る
わ
け
に
は
な
い
す
ば
ら
し
い
作
品
を
遺
し
平
・
宇
都
宮
竜
山
・
児
玉
障
・
武
俳
句
は
残
念
な
が
ら
資
料
が
少
時

は
参
り
ま
せ
ん
の
で
、
書
画
と
文
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
一
般
武
士
や
田
塾
軒
・
小
山
雲
湾
・
水
月
和
尚
な
く
松
井
円
外
と
宿
茂
様
月
を
展
一
一

芸
に
し
ぼ
り
ま
し
た
。
中
江
藤
樹
民
衆
に
も
影
響
し
て
、
地
方
の
小
高
山
長
幸
が
顔
を
並
べ
て
い
ま
す
一
万
し
ま
し
た
。
一
一

。
盤
桂
禅
師
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
藩
な
が
ら
一
流
の
文
化
を
生
み
出
が
、
中
で
も
「
大
洲
三
等
」
の
力
す
で
に
来
館
さ
れ
た
方
々
か
ら
却

に
、
大
洲
は
文
教
の
盛
ん
な
地
と
し
た
一
の
で
す
。
石
高
山
網
松
岡
清
渓
・
仁
井
三
魚
内
容
も
充
実
、
見
ご
た
え
の
あ
る
仇

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
大
洲
画
の
お
好
き
な
方
に
は
、
有
名
を
揃
え
て
見
ご
た
え
の
あ
る
も
の
展
示
と
お
ぼ
め
い
た
だ
い
て
お
り
ぬ

藩

二

五

十

年

の

歴

史

の

中

で

は

多

な

文

麗

公

や

若

宮

養

徳

は

も

ち

ろ

に

し

ま

し

た

。

ま

す

。

向

彩
な
文
化
が
花
咲
い
て
い
る
の
で
ん
、
初
代
藩
主
貞
泰
公
を
は
じ
め
文
芸
で
は
、
和
歌
と
俳
句
を
と
な
お
、
第
二
展
示
室
で
は
「
民
却

す
。
ど
の
よ
う
な
文
化
が
あ
り
、
泰
恒
。
泰
温
・
雲
南
。
泰
済
等
歴
り
上
げ
ま
し
た
。
藩
祖
光
泰
。
泰
間
信
仰
」
を
中
心
に
し
た
民
俗
資
問

そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
代
藩
主
の
ほ
か
、
文
養
斎
e

宿
茂
恒
-
泰
済
・
泰
周
の
短
冊
a

懐
紙
件
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
的

発
展
し
て
来
た
か
を
一
目
で
理
解
徳
隣
・
若
宮
晴
徳
・
勝
鴨
。
中
野
の
ほ
か
常
磐
井
守
貫
・
守
敬
・
仲
博
物
館
へ
わ
出
か
け
く
だ
さ
い
。
仇

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
翠
閣
の
作
品
十
八
点
を
展
示
し
ま
衛
を
は
じ
め
堀
沢
周
安
に
至
る
ま
第
三
次
展
は
一
二
月
二
干
一
日
ま
で
向

し

た

。

で

三

十

名

の

遺

作

を

集

め

ま

し

た

で

す

。

時
計

成
人
者
全
員
に
冶
ア
ル
バ
ム
と
図

書
「
二
十
歳
へ
の
提
言
」
が
記
念

品
と
し
て
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
が
あ
り
、
そ
の
あ
と

成
人
者
を
代
表
し
て
羽
柴
福
男
君

(
大
川
)
が
、
「
先
輩
の
ご
指
導
を

い
た
だ
き
、
住
み
よ
い
郷
土
守
つ
く

り
に
励
み
ま
す
。
」
と
答
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
続
い
て
、
谷
口
久
生
君

(
新
谷
)
高
橋
洋
子
さ
ん
(
上
須

戒
)
の
意
見
発
表
が
あ
り
、
終
り

に
野
田
獅
子
保
存
会
員
に
よ
る
獅

子
舞
の
あ
と
、
記
念
撮
影
を
し
、

希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
な
が
ら

散
会
し
ま
し
た
。

ご
存
じ
で
す
が

い
よ
い
よ
大
人
と
し
て
の
ス
タ

ー
ト
で
す
。
幸
多
い
人
生
と
、
豊

か
な
郷
土
づ
く
り
の
た
め
、
更
に

努
力
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で

す。

国
民
は
二
十

歳
に
な
っ
た
そ

の
日
か
ら
、
成

人
と
し
て
多
く

の
権
利
が
認
め

ら
れ
、
同
時
に

義
務
も
課
せ
ら

れ
ま
す
が
、
国

民
年
会
半
に
加
入

す
る
こ
と
も
そ

の
一
つ
で
す
。

今
日
、
わ
が
国
は
、
医
学
の
進

歩
、
医
療
保
険
の
普
及
な
ど
に
よ

り
、
人
口
構
成
が
老
齢
化
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
世
界
で
も
指
折
り

の
長
寿
固
に
な
り
ま
し
た
。

若
い
人
は
、
と
か
く
「
老
後
は
ま

だ
ま
だ
先
の
話
L

と
考
え
が
ち
で

す
が
、
老
後
の
生
活
設
計
は
、
若
い

P2り
か
ら
自
分
で
考
え
、
準
備
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
制
度
は
、
農
業
、
商

業
、
自
営
業
者
、
サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
の
人
を
加
入
対
象
と
す
る
、
老

後
の
所
得
保
障
制
度
で
す
。

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て
、
老
後
の
暮
し
を

よ
り
豊
か
な
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
手
続
な
ど
は
、
市
民
課
年

金
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

還
付
華
麗
け
る
た
め
の

申
告
陣
地
お
田
中
め
に

昭
和
五
十
三
年
分
所
得
税
の
確

定
申
告
の
期
間
は
、
昭
和
五
十
四

年
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日

ま
で
で
す
。

し
か
し
、
税
金
の
還
付
を
受
け

る
た
め
の
確
定
申
告
は
、
二
月
十

六
日
以
前
で
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定

納
税
を
し
た
税
金
が
納
め
過
ぎ
に

な
っ
て
い
る
人
は
、
早
く
申
告
す

れ
ば
税
金
の
還
付
も
早
く
受
け
ら

れ
ま
す
。

O
抽
出
疋
申
告
を
す
れ
ば
税
金
が
還

付
さ
れ
る
場
合

山
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
雑
損
控
除

医
療
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
な

ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
。

凶
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後

就
職
し
な
か
っ
た
た
め
、
年
末

調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人
。

川
原
稿
料
や
利
子
、
配
当
な
ど
の

収
入
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
含

め
た
全
体
の
所
得
が
あ
ま
り
多

く
な
い
よ
~
め
、
源
泉
徴
収
税
額

⑫
⑮
③
⑧
 

⑧

⑮

 

次
の
と
お
り
無
料
相
談
を
し
ま

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
o

d
交
通
事
故
相
談
日

と

き

2
月
日
日
目
時
l
M時

ク
月
初
日

と
こ
ろ
市
役
所
第
一
会
議
室

。
人
権
相
談
日

と

き

2
月
却
日
目
時
1
日
時

と
こ
ろ
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局
(
旧
大
洲
公
会
堂
)

O
心
配
ご
と
相
談
日

と

き

2
月
日
日
目
時
i
M時

ク

月

却

日

夕

ク

月

羽

目

。

と
こ
ろ
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局
(
旧
大
洲
公
会
堂
)

O
家
庭
児
童
相
談
日

と

き

毎

日

9

時

l
M時

た
だ
し
、
土
曜
日
は
四

時
ま
で
、
日
曜
日
、
祝

日
は
休
み
ま
す
。

と
こ
ろ
市
福
祉
事
務
所

。
行
政
相
談
日

と

き

毎

日

9

時

i
M時

た
だ
し
、
月
曜
日
は
休

み
ま
す
。

と
ご
ろ
市
民
会
館

。
不
動
産
相
談
日

と
き
毎
月
日
日
目
時
i
M時

と
こ
ろ
宅
地
建
物
取
引
業
盟
耳

大
洲
支
部
(
大
洲
市
東

大
洲
四
O
七
株
フ
ヂ

エ
ダ
内
)

体
自
の

圃

25l思
i員ク室直

2
月
4
日

。
日
日

ク
ロ
日

ク

同

日

ク

白

日

3
月
4
日

// 

を
納
め
週
ぎ
て
い
る
人
。

望
疋
申
告
の
仕
方
な
ど
で
わ
か

ら
な
い
人
は
、
大
洲
税
務
署
に
お

気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

// 
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新
し
い
コ
....... ・..... ・..... 

ユ

一
ア
イ

づ
く
り
を
め
ざ
し
て

辛反

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
な
こ
と

は
、
多
く
の
人
々
が
集
り
十
分
納

得
の
ゆ
く
話
し
合
い
を
し
、
お
互

い
が
研
修
し
、
計
画
を
た
て
て
そ

れ
を
実
行
に
移
す
こ
と
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。

私
は
、
以
前
肱
川
町
に
住
ん
で

お
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
人
と
あ

ま
り
交
際
す
る
こ
と
も
な
く
、
十

年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

大
洲
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
は
、
ま
ず
地
域
に
と
け
こ
む
こ

と
が
一
番
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い

婦
人
会
に
入
会
し
ま
し
た
。
い
ま

は
色
々
な
役
を
引
き
受
け
毎
日
の

よ
う
に
走
り
回
っ
て
お
り
ま
す
。

婦
人
た
ち
が
集
ま
れ
ば
、
子
供

の
養
育
の
こ
と
、

P
T
A
の
あ
り

方
や
ら
消
費
生
活
な
ど
女
性
の
生

き
方
と
い
っ
た
共
通
の
課
題
に
つ

い
て
学
習
し
、
女
性
の
目
を
大
き

く
聞
か
せ
て
く
れ
る
の
も
事
実
で

す。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
地
域
住
民
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県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ

白

石

茂

子

の
日
常
生
活
の
な
か
に
生
。
る
生
み
ん
な
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を

活
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
住
民
も
つ
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

の
自
主
的
参
加
の
も
と
に
相
互
の
先
日
、
中
央
病
院
横
の
団
地
前
を

連
帯
意
識
が
原
動
力
と
な
っ
て
つ
通
り
か
か
っ
た
時
と
り
ど
り
の

く
ら
れ
て
い
く
も
の
だ
と
思
い
ま
野
菜
畑
が
あ
る
の
に
気
づ
き
ま
し

す
。
私
の
住
む
柚
木
地
区
で
只
た
に
四
、
五
人
の
主
婦
達
が
、
何

七
月
に
「
水
天
宮
花
火
ま
つ
り
」
か
楽
し
そ
う
に
話
し
合
い
な
が
ら

を
行
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
柚
木
地
畑
の
手
入
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ

区
住
民
が
一
丸
と
な
っ
て
行
う
か
の
畑
に
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
農
園
L

ら
こ
そ
、
肱
川
の
花
火
大
会
に
勝
と
い
う
標
識
が
立
っ
て
お
り
ま
し

る
と
も
劣
ら
な
い
花
火
ま
つ
り
に
た
。
私
は
そ
の
様
子
に
微
笑
を
う

な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
今
か
べ
て
通
り
す
ぎ
ま
し
た
。

年
の
運
璽
E

も
み
ん
な
の
協
力
で
柚
木
、
志
保
町
、
比
地
町
地
区

盛
会
に
実
施
し
ま
し
た
。
柚
木
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委
員
会
が
結

区
に
は
人
材
が
多
く
、
そ
の
人
達
成
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
人
と
手

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
指
導
者
こ
を
と
り
あ
っ
て
、
よ
り
豊
で
楽
し

な
り
力
を
合
わ
せ
て
協
力
す
る
か
い
地
域
事
つ
く
り
に
は
げ
み
た
い
と

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
い
く
ら
立
派
思
い
ま
す
。

な
人
が
い
る
地
域
で
も
、
自
分
勝

mI拘

手
で
は
よ
い
地
護
域
を
宅
つ
く

iるこ
Eと
一

一

人

は

万

人

の

た

め

に

一

は
で
き
ま
せ
ん
o

詰

詰出

万

人

は

ま

た

時

自

分

は

こ

の

地

域

で

ど

ん

な

立

国

軍

場

に

あ

っ

て

何

を

す

べ

き

な

の

一

一

人

の

た

め

に

一

か
、
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
一

F
i
h
J
t
i
t
i
l
-
-
L

一

一

、

明

治

以

降

、

な

ぜ

、

ど

ん

な

形

で

残
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

な
く
な
ら
な
か
っ
た
、
部
落
差
別
|
|

居
住
お
よ
び
移
転
の
自
由

。
憲
法
第
二
十
二
条
、
何
人
も
、

公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り

居
住
、
移
転
及
び
職
業
選
択
の

自
由
を
有
す
る
。

O
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法

(
第
五
条
)

同
和
対
策
事
業
の
目
標
は
、
対

象
地
域
に
お
け
る
生
活
環
境
の
改

善
、
社
会
福
祉
の
増
進
、
産
業
の

振
興
、
職
業
の
安
定
、
教
育
の
充

実
、
人
権
擁
護
活
動
の
強
化
等
を

図
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
象
地
域

第275号(2) 

向
上
を
不
当
に
は
ば
む
諸
要
因
を

解
消
す
る
こ
と
に
あ
る
も
の
と
す

る。
歴
史
的
社
会
的
理
由
に
よ
り
、

空
活
環
境
等
の
安
定
向
上
が
阻
害

さ
れ
て
い
る
地
域
に
つ
い
て
、
国

共
ひ
地
方
公
共
団
体
が
協
力
し
て

行
h70
同
和
対
策
事
業
の
進
展
は
も
と

よ
り
、
戦
後
の
わ
が
閣
の
社
会
状

況
の
め
ざ
ま
し
い
変
化
、
地
区
住

民
の
意
識
の
向
上
等
に
よ
り
、
同

和
地
区
の
生
活
環
境
め
改
善
に
は

め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
過
去
の
長
い
差
別
に

よ
り
低
位
性
が
、
す
べ
て
解
消
さ

れ
て
し
ま
う
ま
で
に
は
、
ま
だ
ま

だ
多
く
の
施
策
と
年
月
が
必
要
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。

愛
媛
県
下
の
同
和
地
区
に
お
い

て
も
、
積
極
的
に
同
和
対
策
事
業

を
と
り
入
れ
、
年
々
め
ざ
ま
し
く

改
善
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て

の
地
区
ま
で
に
は
い
た
っ
て
い
ま

せ
ん
。一
軒
の
家
に
多
く
の
家
族
が
同

居
し
た
り
、
消
防
自
動
車
や
衛
生

車
が
通
る
道
路
が
な
く
、
わ
ざ
わ

ざ
せ
ま
い
道
を
遠
回
り
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
の
家
が
ニ
・
三

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て

心
の
ふ
れ
あ
う
地
域
、
つ
く
り
を
し

よ
う
と
、
肱
南
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
推
進
委
員
会
で
は
、
一
月
七
日

に
「
歩
こ
う
会
」
と
「
七
草
粥
炊

さ
ん
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
肱

南
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委
員

会
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
会

戸
点
在
L
た
ち
、
そ
の
他
い
ろ
い

ろ
と
恵
ま
れ
な
い
生
活
環
境
の
ま

ま
で
残
さ
れ
て
い
る
地
区
も
あ
り

ま
す
。最
近
、
産
業
構
造
の
変
化
と
と

も
に
、
都
市
化
の
傾
向
も
進
み
、

同
和
地
区
の
人
々
が
、
自
由
に
他

の
土
地
に
移
住
し
た
り
、
ま
た
、

同
和
地
区
に
新
し
く
宅
地
を
求
め

た
り
し
て
、
混
住
化
し
て
い
る
傾

向
に
あ
り
、
表
面
上
は
何
の
障
室
間

も
な
く
、
日
常
生
、
司
が
営
ま
れ
て

い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
、
差
別
、
偏
見
は
根
強
く
潜

在
し
て
お
り
、
同
和
地
区
出
身
者

な
る
故
に
、
冠
婚
葬
祭
そ
の
他
い

ろ
い
ろ
な
場
合
に
、
よ
そ
者
扱
い

を
受
け
て
い
る
例
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
ご
こ
ろ
銀
行

次
の
か
た
が
た
が
社
会
福
祉
事

業
の
た
め
に
役
立
て
て
下
さ
い
と

ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ
預
託
さ
れ
ま
し

た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(
敬
称
略
)

金
一
封
平
野
町
山
本
砂
男

金
一
封
八
多
喜
小
川
幸
男

金

一

封

市

内

の

老

人

金
一
封
(
病
気
見
舞
返
し
)

徳

森

二

宮

哲

夫

金
一
封
(
年
末
た
す
け
あ
い
募
金

と
し
て
)
若
宮
西
光
寺
花
園
会

金
一
封
(
年
末
た
す
け
あ
い
募
金

と
し
て
)
恵
美
須
、
大
黒
、
射

場
区
婦
人
会
一
同

金
一
封
(
年
末
た
す
け
あ
い
募
金

を
平
野
地
区
社
協
(
指
定
)

平

野

町

大

安

寺

花

園

会

市
民
会
館
前
と
国
民
宿
舎
前
の
集

合
場
所
に
は
、
老
人
、
青
年
、
婦

人
、
子
供
た
ち
の
二
百
五
十
人
が

参
加
し
、
広
報
車
を
先
導
に
、
全

員
が
「
は
ち
巻
」
を
し
め
て
元
気

よ
f
午
前
八
時
す
ぎ
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
、
少
名
彦
神
社
に
参
拝
し
て
大

洲
神
社
に
帰
り
、
健
康
と
幸
せ
を

祈
っ
た
あ
と
、
七
草
粥
を
た
べ
、

吉
田
市
助
役
の
あ
い
さ
つ
で
散
会

し
ま
し
た
。

新
し
い
年
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て

有
意
義
な
一
日
で
し
た
。

新

刊

図

書

案

内

詩
の
本
全
加
巻

国
土
社

法
律
学
全
集
8
巻
有
斐
閣

日
本
思
想
大
系
日
岩
波
書
庖

ホ
ワ
イ
ト
選
集
全
日
巻
福
音
社

角
川
地
名
大
辞
典
日
角
川
書
唐

日
本
の
文
様
9
・
日
光
淋
社
出
版

部
落
問
題
・
水
平
運
覇
資
料
集
成

補

巻

2

一

二

一

書

房

カ
ラ
l
ブ
ッ
ク
出

i
m
保
育
社

七

里

ケ

浜

宮

内

寒

禰

逆

転

伊

佐

千

尋

四
百
字
の
デ
y
サ
ン
野
見
山
暁
治

深

重

の

海

津

本

陽

隣
の
国
で
考
え
た
こ
と
長
坂
覚

若
き
数
学
者
の
ア
メ
リ
カ藤
原
正
彦

水

野

肇

色
川
武
大

小
林
秀
雄

夫
と
妻
の
老
年
学

離
婚
本
居
宣
長

大
洲
学
園
:
:
:
矢
野
誠
氏

図
書
二
百
冊
プ
レ
ゼ
ン
ト

児
童
生
徒
十
一
人
と
父
兄
が
参

列
し
て
行
わ
れ
、
児
童
生
徒
は
大

喜
び
で
し
た
。

最
後
に
児
童
生
徒
会
E

古
河
野
聖

二
君
が
お
札
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま

し
た
。
学
園
で
は
、
「
矢
野
文
庫
」

と
名
付
け
て
、
子
供
た
ち
に
愛
読

さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

第
七
回
大
洲
市
青
年
文
化
祭

市
連
合
青
年
回
で
は
、
明
る
い
文
化
的
な
ふ
る
さ
と
や
つ
く
り
と
魅

力
あ
る
団
活
動
の
樹
立
の
た
め
に
活
動
し
た
日
頃
の
成
果
を
発
表
す

る
と
同
時
に
、
広
く
市
民
と
の
交
流
を
は
か
る
た
め
、
青
年
文
化
祭

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

一

日

時

二

月

十

八

日

午
前
九
時
三
十
分
1
午
後
四
時
ま
で

市
民
会
館
大
ホ
l
ル

大
洲
市
連
合
青
年
団

。
教
育
委
員
会

主場

4雀戸斤

今
年
は
国
際
児
童
年
に
あ
た
り

が
「
歩
こ
う
会
」
を
企
画
準
備
し
ま
す
。
「
児
童
が
心
身
と
も
に
健
や

大
洲
婦
道
会
員
が
「
七
草
し
を
つ
か
に
育
成
さ
れ
る
」
こ
と
を
記
念

み
、
肱
南
地
区
の
市
女
子
職
員
が
し
て
、
大
洲
市
春
賀
矢
野
誠
さ
ん

炊
飯
と
接
待
を
す
る
な
ど
、
そ
れ
か
ら
大
洲
学
園
へ
古
典
童
話
十
八

ぞ
れ
が
役
割
を
分
担
し
て
実
施
し
巻
と
優
良
図
書
二
百
冊
が
贈
ら
れ

ま

し

た

。

ま

し

た

。

当
日
は
、
大
洲
地
方
特
有
の
朝
そ
の
贈
呈
式
が
十
二
月
二
十
四

霧
の
立
ち
こ
め
る
朝
で
し
た
が
、
日
午
前
十
時
か
ら
学
園
ホ
l
ル
で

市
咋
詐
伊
先
生

tnffIι
止
せ
ん
市
宇
品
町
中
r九
J
r
E
E花
帝
ん
な

Z
主

ι社
主
止
や
か
正
長
守
主

t主
何
年
生
先
者
先
宇
品
町
br荘

t止
t悲
壮

ι註

金
一
封
(
上
須
戎
地
区
社
協
と
市
た
返
納
金
と
し
て
)
喜
多
小
学

社
協
へ
)
上
須
戒
小
西
隆
志
校
内
、
正
岡
里
美
外
一
一
名

十
四
万
四
千
円
(
年
末
チ
ャ
リ
テ
(
物
品
の
部
)

ィ
l
パ
ザ
i
の
収
益
金
を
市
内
施
衣
類
三
十
点
若
宮
塚
本
昌
武

設
六
ケ
所
へ
配
分
)
愛
媛
青
年
社
お
も
ち
(
約
三
俵
)
、
(
職
員
カ
ン

会
建
設
隊
、
南
予
支
部
、
大
洲
喜
パ
で
保
育
園
児
と
も
ち
つ
き
大
会

多
プ
ロ
y
ク

出

来

上

っ

た

お

も

ち

は

歳

末

た

す

五
万
四
千
百
三
十
八
円
(
恵
ま
れ
け
あ
い
と
し
て
市
内
の
施
設
五
ケ

な
い
人
の
為
に
年
末
ク
リ
ス
マ
ス
所
と
、
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ
l
訪
問
先

パ
ッ
ク
販
売
売
上
の
一
部
)
へ
配
分
)
A
コ
l
プ
お
わ
ず
職
員

大
洲
市
ヤ
ク
ル
ト
販
売
庖
一
同
一
同

三
万
九
辛
四
百
六
十
八
円
(
農
業
電
気
毛
布
外
十
点
(
ホ
l
ム
ヘ
ル

祭
の
収
益
金
)
田
口
大
洲
農
校
パ

I
訪
問
先
へ
配
分
、
慰
問
激
励
)

農

業

ク

ラ

ブ

一

同

松

下

寿

電

子

工

業

側

三
千
五
百
二
十
四
円
(
一
年
間
の
労
働
組
合
職
員
一
同

こ
づ
か
い
を
預
託
)
ね
ま
き
二
十
六
枚
、
鏡
餅
二
十
六

平
野
町
谷
本
浩
二
個
、
(
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ
l
訪
問
先
一
一

二
千
九
百
八
十
二
円
(
一
年
間
の
十
六
世
帯
へ
慰
問
激
励
)

こ

づ

か

わ

を

預

託

)

大

洲

ラ

イ

オ

ン

ズ

ク

ラ

ブ

一

平

野

町

谷

本

啓

美

員

一

同

三
千
円
(
拾
得
金
、
満
期
に
な
っ
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

四
プ
ロ
グ
ラ
ム

O
青
年
の
主
張
九
時
三
十
分
1
十
時
二
十
分

。
郷
土
芸
能
十
時
三
十
分
1

O
演
劇
発
表
十
四
時
三
十
分

O
紅
白
歌
合
戦

j
十
六
時

O
展
示
絵
画
・
写
真
・
書
道
な
ど

更
生
援
護
施
設
入
所
生
募
集

こ
の
施
設
は
、
身
体
障
害
者
が
自
ら
進
ん
で
そ
の
障
害
を
克
服
し

す
み
や
か
に
社
会
経
済
活
動
に
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
必
要
な
訓
練
と
生
活
指
導
を
行
う
更
生
施
設
で
す
。

O
入
所
資
格
者
は
「
身
体
障
害
者
手
帳
」
の
交
付
を
受
け
た
十
五
才

以
上
の
方
で
精
神
障
害
ま
た
は
、
ん
伍
染
性
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
な

い
方
O
入
所
期
間

i
:
一
年
ま
た
は
二
年

O
入
所
時
期
・
-E
・・・四月

O
入
所
手
続
:
・
・
:
入
所
希
望
、
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
二
月
二
十
日

ま
で
に
福
祉
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

O
施
設
名

愛
媛
県
身
体
障
害
者
更
生
指
導
所

職
業
訓
練
科
目
:
・
:
・
電
気
、
時
計
修
理
、
洋
服
、
編
物
、
洋
裁
、

タ
イ
フ

愛
媛
県
盲
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

職
業
補
導
訓
練
科
目
:
・
・
:
あ
ん
ま
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
指
圧

父
子
家
庭
介
護
人
募
集

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
父
子
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
県

社
会
一
福
祉
協
議
会
の
委
託
を
受
け
て
、
父
子
家
庭
介
護
人
派
遣
董
菜

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
父
子
家
庭
介
護
人
派
遣
事
業
と
は
、
母
親
の
い
な
い
家
庭
の

父
と
子
が
、
一
時
的
な
疾
病
の
た
め
に
、
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必

要
な
用
務
の
手
助
け
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

父
子
家
庭
の
福
祉
向
上
に
理
解
と
熱
意
が
あ
る
方
で
、
家
事
、
介

護
と
児
童
の
養
育
の
経
験
が
あ
る
人
で
十
八
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で

の
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
介
護
人
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込
み
は
、
大
洲
市
社
ム
再
福
祉
協
賛
宍
電
話

④
三
一
一
一
で
す
。


